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2016 年度事業報告 

設立して８年目となり、事業運営を運営メンバーが円滑に行うようになり経営面も安定し

てきた。生活クラブ生協研修受託、講師派遣は計画数に達せず、課題が残った。新たに生

活クラブ食育サポーター養成講座を受託した。 

 

■組織運営 

新たに生活クラブ生協食育サポーターの加入があり、個人正会員 68、賛助会員 14、団 

体会員６となった。会員の目標はほぼ達成できた。運営メンバー研修を実施した。 

【事業経営】 

全体として収支はほぼ順調に推移した。研修受託や講師派遣は計画数に達しなかった。 

〈自主講座〉 

42 講座を企画し、中止は 2 件。秋以降の講座の組み立てが遅れ気味となった。正会員に

配布した割引券の活用は 20 枚（昨年度は 25 枚）。会場は生活クラブ生協本部会議室を中

心に、生活クラブ生協所沢生活館で５回開催した。ツアーは今年度も参加者が集まり好

評だった。 

〈講演会〉 

２回開催し、それぞれ異なる層の参加を得て好評だった。新聞などへの掲載を行い、大

人の学校を地域の人々に知らせる機会となった。藤田孝典さん『下流問題』講演会後に

は、下老人問題を考える学習会につなげた。 

上野千鶴子さん講演会は、生活クラブ生協の寄付制度「よ～い どん！」を活用した。 

〈さいたま寺子屋サロン〉 

ＨＰを見て問合せがあるなど２回実施した。 

〈講師派遣〉 

10 件の依頼があった。 

〈受託事業〉 

今年度も生活クラブ生協組合員リーダー研修を受託した（ブロック 8 回、全体 2 回）。 

新たに、生活クラブ生協食育サポーター養成講座を受託した。 

 

■広報 

講座情報紙をほぼ毎月発行し、正会員への郵送、講座参加者や運動グループ会員への配

布、地域の施設への配置、周辺地域へのポスティングなどを行った。生活クラブ生協を

通じて生活クラブ組合員へも直接配布をした。また、月２回のメールニュース配信、ホ

ームページやフェイスブックなどの SNS も活用した。生活クラブ生協組合員向け情報紙

ＣＯＭＥＯＮかもんに定期的に講座情報を掲載した。 

 

【その他】 

〈被災地支援活動〉 

引き続き、陸前高田市立図書館ゆめプロジェクトへの本の寄付と、本や手芸品によるカ 

ンパ活動を行った（寄付額累計約 16 万 1 千円 2016 年度のみでは 43,319 円）。情報紙 
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をみて事務所に持参する方が増え、支援の広がりを感じる。 

〈生活クラブ生協運動グループとの連携〉 

運動グループ協議会、二者協議会、コミュニティケアクラブ埼玉理事会に出席するとと

もに、生活クラブ運動の推進に参画した。 
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